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現実化の効果がみられないことになる。   
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する動的提示の効果を検討する実験を行う（実験2）。   
また，動的提示により直落を選択する反応が減少したとしても，軌跡を描く課題や描いた軌跡  
を選択する課題では，依然として直落信念がみられるであろう。では，直落信念は何が原因で生  
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贋瀬：運動の判断における動的情報の効果  
実  験 1  







測される。このため，振り子に関する落下運動の軌跡の課題も合わせて実施した。   
また，力についての誤概念（MIF）が直落信念に対して影響を与えているかもしれない。そこ  
で，直落信念の原因について考察するため，物体に働いている力を被験者に問う課題を実施した。  
方  法   
被験者 文系学部に所属する大学生20名（男子9名，女子11名）を被験者とした。すべての被  
験者は高校において力学分野について学習していたが，大学において物理学等を履修した者はな  
かった。   
装 置 パソコン（PC／AT互換機），CRTディスプレイ（15インチ），マウス。   
課 題 課題は，ディスプレイ上に提示されたいくつかの落下運動の軌跡の中から正しい軌跡  
を選ぶ課題（以下，軌跡課題），および，落下前後に物体に働いている力を問う課題（以下，力  
課題）の2種類が実施された。   
軌跡課題は，物体の落下運動の軌跡を問う課題であり，4つの問題のタイプ（転がる，運ぶ，  
振り子A，振り子B）×2つの提示条件（動的，静的）の計8題が実施された。   




図1転がる問題の正答一放物線  図2 運ぷ問題の正答一放物線  
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いており，落下中は下方向の重力のみが働いていることになる。   
シミュレーションの条件 転がる問題では，台から床までの距離2．4m，台の水平方向の距離  
2．Om，台上での水平方向の初速度2．5m／sになるように条件を設定した。この条件で床までの落  
－114－   














それ以外に関しては，振り子A問題と同様であった。   
手続き 実験は，個別に行われた。課題は，軌跡課題の静的提示条件，動的提示条件，力課題  
の順に実施された。それぞれの課題内での問題の提示順序は，運ぶ問題，振り子B問題，振り子  
















結果と考察   
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表1実験1の軌跡課題での被験者の選択（n＝20）  
問題  提示条件 直落 放物線 斜線 逆L字 放物線（逆）斜線（逆）遠心力  
転がる   
運ぶ   
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表2 実験1の力課題での力の向き（n＝20）  
問題  上＋下  下 上＋下＋右（左）■下＋右（左）◆ 右（左）●  














子B問題では落下前の進行方向が左向きであるので左である。   













もうとする九 最初に与えられた力などと答えた者が，転がる問題で16名中10名，運ぶ問題で14  
名中9名，振り子A問題で15名中11名，振り子B問題で9名中6名いた。つまり，多くの被験者  
はMIF概念を持っていたと推測される。  
実  験  2  
目  的   
実験2の目的は，実験1で見られた動的提示の効果が，成人の被験者（大学生）だけでなく，  
子どもにおいても同様に見られるかどうかを検討することである。  
方  法   
被験児 京都府下の公立小学校の6年生18名（男子10名，女子8名）を被験児とした。物体の  
運動に関する教科内容は未習であった。  
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装 置 実験1と同様であった。   
課 題 軌跡課題は実験1と同様であった。力課題は，予備実験において被験児にとって困難  
であることがわかったので，実施しなかった。実験1と同様に，実験後に，それぞれの問題で，  
なぜそのような軌跡なるのかを説明させた。   
手続き 実験1と同様であった。  
結果と考察   
実験2の軌跡課題における被験児の選択を表3に示した。  
蓑3 実験2の軌跡課題での被験者の選択（n＝18）  
問題  提示条件 直落  放物線  斜線  逆L字 放物線（逆）斜線（逆）遠心力  
転がる   
運ぶ   
振り子A   
振り子B  
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の情報力i提供されず，効果は見られないと結論づけている。本研究で扱った問題はすべて質点の  


































るように思われる。   
このような軌跡と力の概念の結びっきは，大学生のみに見られる現象である。小学生では，実  
験後の質問でどうしてそのような軌跡になるかを説明されると，力との関係で軌跡を説明する者  
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付  記  
本稿は京都大学大学院教育学研究科に提出した修士論文（平成6年度）を加筆修正したもので  
ある。本稿の作成にあたって，御指導いただいた子安増生教授に感謝いたします。  
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